
ヒラワン・平湯丈真（以下「運営者」といいます。）は、「衛生予備校及び、コンサルコースについ

て」利用規約』（以下「本規約」といいます。）を定め、本規約に従い、「衛生予備校及び、コンサ

ルコースについて」（以下「本サービス」といいます。）の利用条件を定めるもの 

です。登録ユーザーの皆さま（以下，「ユーザー」といいます。）には，本規約に従って， 

本サービスをご利用いただきます。 

 

第​1​条（適用） 

本規約は，ユーザーと運営者との間の本サービスの利用に関わる一切の関係に適用されるも 

のとします。 

 

第​2​条（利用登録） 

登録希望者が運営者の定める方法によって利用登録を申請し，運営者がこれを承認すること 

によって，利用登録が完了するものとします。 

運営者は，利用登録の申請者に以下の事由 

があると判断した場合，利用登録の申請を承認しないことがあり，その理由については一切 

の開示義務を負わないものとします。 

（​1​）利用登録の申請に際して虚偽の事項を届け出た場合 

（​2​）本規約に違反したことがある者からの申請である場合 

（​3​）その他，運営者が利用登録を相当でないと判断した場合 

 

第​3​条（利用料金および支払方法） 

ユーザーは、本サービス利用の対価として、運営者が別途定め、本ウェブサイトに表示する 

利用料金を、運営者が指定する方法により支払うものとします。 

利用料は日割計算をしま 

せんので、月途中に本サービスの利用契約が成立または終了した場合でも、​1​ヶ月分の利用 

料をお支払いいただききます。ユーザーからの解約の申し出がない限り、ユーザー資格の有 

効期間が終了した翌日になった時点で、自動更新が続きます。更新は​1​ヶ月単位です。 

例えば、​6/1​に月額決済の申し込みした場合、ちょうど​1​ヶ月後の​7/1​に自動更新されます。 

6/2​に決済した場合、​7/2​に自動更新されます。これは翌月以降も同様です。自動決済をユーザー 

がキャンセルした場合（故意だけでなく、引き落としができず結果としてキャンセルになっ 

た場合等も含めて）は、キャンセルした当日から全てのサービスを退会していただきます。 

例えば、​9/10​に自動決済をキャンセルした場合は、​9/10​以降サービスを利用できなくなりま 

す。その際は、ユーザー自身によって、​AnyPay​の課金停止などの解約処理を行うものとし 

ます。ユーザーが利用料金の支払いを遅滞した場合、ユーザーは年​14.6​％の割合による遅延 

損害金を支払うものとします。またいかなる理由でも利用料金の返金は不可となります。 

 

第​4​条（解約方法） 

本サービスの解約の際は、運営者の定める方法に則り、ユーザー自身で運営者まで直接申し 

つけください。解約は、更新日の​1​ヶ月前までに、運営者にユーザーが申告することが前提 

です。申告を元に運営者が更新日の前日までに手続きを行うことで処理が完了します。但 

し、当月の途中で解約の場合は、その日よりすべての権利を失効します。第​3​条により、月の途中で

の解約であっても、​1​ヶ月分の利用料金が発生します。また、第​3​条及び第​4​条の解約処理をユーザー

が忘れたことにより支払いが継続されていたとしても返金はされません。 

 

第​5​条（禁止事項） 

運営者は、ユーザーによる本サービスの利用に際して、以下の行為を禁止します。なお、以 

下の各号に定める禁止事項は、ユーザーの投稿情報にも適用されるものとします。 

（​1​）援助交際・売春・買春等を行い、又はそれらを勧誘する行為 

（​2​）児童（満​18​歳に満たない者をいいます。）を異性交際の相手方となるよう勧誘し、又 

は大人（児童ではない者をいいます。）に対し児童との異性交際の相手方となるよう勧誘す 

る行為 



（​3​）児童ポルノの頒布又は児童虐待を誘引するおそれのある行為 

（​4​）他のユーザー、運営者又は第三者の著作権、商標権、特許権、実用新案権、プライバ 

シー権、肖像権、パブリシティ権その他の権利を侵害する行為、又は侵害するおそれのある 

行為 

（​5​）他のユーザー、運営者又は第三者を誹謗中傷し、又は名誉もしくは信用を傷つける行 

為 

（​6​）差別に繋がる民族、宗教、人種、性別又は年齢等に関する表現行為 

（​7​）自殺、集団自殺、自傷、違法薬物使用又は脱法薬物使用等を勧誘・誘発・助長するよ 

うな行為 

（​8​）運営者の許諾を得ない売買行為、オークション行為、金銭支払、その他の類似行為 

（​9​）運営者の許諾を得ない商品やサービスの広告、宣伝を目的とする行為、その他スパム 

メール、チェーンメール等の勧誘を目的とする行為 

（​10​）他のユーザー、運営者又は第三者に不利益を与える行為 

（​11​）法令に違反する行為又は犯罪に結びつく行為及び当該行為を勧誘・幇助・強制・助 

長する行為 

（​12​）公序良俗（暴力・残虐等）に反する行為 

（​13​）運営者の事前の承諾なく、本サービスにより得た情報を転載又は引用及び他メディ 

アへの掲載等第三者に開示する行為 

（​14​）反社会的勢力に利益を提供し、又は便宜を供与する行為 

（​15​）他のユーザーの情報収集目的、宗教や政治活動への勧誘目的で本サービスを利用す 

る行為 

（​16​）事実に反する情報を他のユーザーに流布する行為 

（​17​）他のユーザーによる本サービスの利用を妨害する行為 

（​18​）他のユーザー又は第三者になりすまして、本サービスを利用する行為 

（​19​）各種​SNS​の定める規約等に反する行為 

（​20​）配信コンテンツの著作権、商標権等の知的財産権その他の権利を侵害し、又は侵害 

するおそれのある行為（配信コンテンツを複製、改変、公衆送信、送信可能化、アップロー 

ド、レンタル、上映又は放送する行為がこれに該当しますが、これに限られるものではあり 

ません。） 

（​21​）配信コンテンツに施された技術的保護手段を回避する行為 

（​22​）本サービスを通じて取得した個人情報を第三者に提供する行為 

（​23​）本サービスにより提供される情報を改ざん・消去する行為 

（​24​）運営者のサーバーに過度の負担を及ぼす行為 

運営者が提供する継続課金型のサービスについて登録ユーザーが退会ないし継続課金の解除 

を行った場合、当該登録ユーザーが当該サービスを利用する権利は、既にダウンロードされ 

たコンテンツの利用に関するものを除き退会時に即時喪失するものとします。 

本サービスによって提供されるコンテンツに関して、著作権者の許諾なしに転載・引用する 

行為は、運営者の明示的な許諾がある場合を除いて、サービスの特性上強く禁止させていた 

だきます。 

 

第​9​条（返金） 

（​1​）ユーザーが支払った利用料金及び購入代金について、運営者は返金を行いません。 

（​2​）ユーザーが本サービスを有効期間内に自主退会し、又は会員資格が失効した場合で 

あっても、前項と同様とします。 

 

第​10​条（免責事項） 

運営者の債務不履行責任は，運営者の故意または重過失によらない場合には免責されるもの 

とします。 

運営者は，何らかの理由によって責任を負う場合にも，通常生じうる損害の範 

囲内かつ有料サービスにおいては代金額（継続的サービスの場合には​1​か月分相当額）の範 

囲内においてのみ賠償の責任を負うものとします。 



運営者は，本サービスに関して，ユーザーと他のユーザーまたは第三者との間において生じた取引，

連絡または紛争等について一切責任を負いません。 

 

第​11​条（サービス内容の変更等） 

運営者は，ユーザーに通知することなく，本サービスの内容を変更しまたは本サービスの提 

供を中止することができるものとし，これによってユーザーに生じた損害について一切の責 

任を負いません。 

 

第​12​条（利用規約の変更） 

運営者は，必要と判断した場合には，ユーザーに通知することなくいつでも本規約を変更す 

ることができるものとします。 

 

第​13​条（通知または連絡） 

ユーザーと運営者との間の通知または連絡は，運営者の定める方法によって行うものとしま 

す。 

 

第​14​条（権利義務の譲渡の禁止） 

ユーザーは，運営者の書面による事前の承諾なく，利用契約上の地位または本規約に基づ 

く権利もしくは義務を第三者に譲渡し，または担保に供することはできません。 

 

第​15​条（損害賠償） 

ユーザーの行為（ユーザーの行為が原因で生じたクレーム等を含みます。）に起因して運営 

者に損害が発生した場合、運営者はユーザーに対し、当該損害の全額（運営者が支払った弁 

護士費用を含みます。）を賠償請求できるものとします。 

 

第​16​条（規約の変更） 

1​．運営者は、運営者が必要と判断した場合には、本規約を、申込者及びユーザーに対する 

事前の通知なく変更することができるものとします。 

2​．変更後の本規約については、本サービス上に表示した時点で効力を生じるものとし、本 

規約変更後に、申込者及びユーザーが本サービスを利用した場合には、ユーザーは変更後の 

本規約の内容を承諾したものとみなします。 

 

第​17​条（権利義務の譲渡禁止） 

ユーザーは、本規約に基づく全ての契約について、その契約上の地位及びこれにより生じる 

権利義務の全部又は一部を、運営者の書面による事前の承諾なく第三者に対し譲渡、移転、 

担保設定その他の処分をすることはできません。 

 

第​18​条（分離可能性） 

本規約の規定がユーザーとの本規約に基づく契約に適用される関連法令に反するとされる場 

合、当該規定は、その限りにおいて、当該ユーザーとの契約には適用されないものとしま 

す。ただし、この場合でも、本規約の他の規定の効力には影響しないものとします。 

 

第​19​条（準拠法・裁判管轄） 

本規約の解釈にあたっては，日本法を準拠法とします。 

本サービスに関して紛争が生じた場合には，運営者の在住地を管轄する裁判所を専属的合意管轄とし

ます。 

以上 

 


